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１． 第８回御前山ダム周辺を歩く会 

令和４年４月９日（土）に実施し、市内外から

85名の方が参加しました。 

今回は新たに軽登山コースを新設し、２コース

に分かれて御前山ダムを１周しました。特に、軽

登山コースに参加した方の話で「覚悟はしていた

が、途中で断念しようかとも思ったけど、見晴ら

し台からの眺めが最高でした！」とおっしゃって

いました。また「コロナが終息したらダム公園で

軽食を振舞ってほしい。」等の要望もありました。 

常陸大宮市長も那珂川沿岸農業水利事業所長に

も参加頂きました。来年は令和５年４月８日（土）に実施予定です。 

２． 田んぼの学校（田植え体験学習） 

令和４年５月２４日（水）に実施し、御前山小学校５年生 19 名と先生 3 名（校長先生含む）、会員

24名が参加し、午前９時から１１時半まで実施しました。 

初めに会員からお米がどのように作られているのかを説明し、会で準備した足袋を履いて田植えを

行いました。１名の生徒がなかなか履けないというハプニングがありましたがとても楽しそうでした。

最初は「虫がいる、こわい、転びそう」等言っていた生徒も時間が経つにつれ、汚れても気にもせず

手つきも上手くなりました。中にはおじいちゃんがお米を育てているから田植えの手伝いはするとい

う子もおり、その子は流石に田んぼの中の歩き方、稲の植

え方は会員に負けずとも劣らずで、みんなから持ち上げら

れていました。最後は、校長先生から一言も頂き、「地元の

方々に支えられなが

ら生活をしているこ

と、当たり前だと思

っていることが実は

大変な苦労があるこ

とを忘れてはいけな

い」等お話頂きまし

た。 
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３． 春のビオトープ育成活動 

茨城県はコロナ対策がステージ１まで引き

下げられ、徐々に落ち着いてきました。 

マスク着用、３密対策などの自己管理や自主対策

を前提として、6月１日（水）本年度第一回目の

ビオトープ育成活動を実施することになりました。

今回も「NPO 美しい田園２１」の呼びかけで、関

東各地から 50人近いボランティアの皆さんの参

加を頂きました。 

現地をみると、数年来洪水被害で改修を重ねた

小川や取水口などは安定しており、成果が確認できて安堵しました。 

今回は池の植生や漏水問題、水路の老朽化などが顕著で、最下流まで水

が届いていない状態だったことから、対策をとることにしました。 

コロナ対策もあり、参加者が分散して作業できるように、全般的な草刈

り、林間の希少種、田んぼの希少種、池の植生管理、漏水修復、田んぼの

漏水や用水路取水口などそれぞれのグループに別れて作業を開始しました。 

 ６月らしいさわやかな天候で、気持ちよく作業が進展しました。取水口

の水を止めて作業したので、作業に当たっ

た皆さんは水がうまく流れたか、結果を確

認できなかったと思いますが、工事後に取

水口から水を流したところ、３０分ほどで

池の水位があがり、水路から順調に分水できて、田んぼまで水が勢い

よく流れ出しました。ありがとうございました。 

作業後は、地元の婦人グループが手作りのタケノコご飯を用意して

くれて、休憩しながら美味しくいただきました。これで自然観察会な

ど子供達も安心して参加できると思います。 

 

４.御前山小学校自然観察会 

令和４年６月７日（火）午前９時から１１時半まで、御前

山ビオトープにおいて、御前山小学校５年生 19 名と先生 3

名、会員 13名と常陸大宮市地域おこし協力隊 1名が参加し、

自然観察会を実施しました。 

今年度も茨城県環境アドバイザーの佐々木泰弘先生にお

越し頂きました。5 名ずつ 4 班に分かれてそれぞれに会員が

リーダーとして付き、ビオトープ内を自由に散策しました。 

事前に見に来た時にはあまり昆虫をみかけていなかった

ので心配していましたが、いざ始まってみるとカエルやヤゴ、

どじょう等たくさんの生物をみつけることができました。中

には珍しい昆虫もいましたが、一番驚いたのはこれまでは見

たことがありませんでしたが、緊急対策外来種に指定された

アメリカザリガニがいたことでした。子供たちはアメリカザ

リガニがいたことを喜んでいましたが、佐々木先生から外来

生物についての説明もあり、知識を深めたようでした。会の

最後にはホタルの餌となるカワニナを放流しました。１週間

前の環境整備活動でビオトープを綺麗にしてくれていまし

たので、蛇の心配もなく安心して実施することができました。 

下池の植生管理 

佐々木先生の説明 

改築された入口看板 

分水工 


